


２
０
１
５
」
の
「
地
域
文

化
伝
承
館
」
出
演
を
き
っ

か
け
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

県
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
の
大
会
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
等
で
発
表
し

て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

今
回
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
へ
の
参
加
の
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

当
会
員
７
人
全
員
で
参
加
で
き
た
事
で
す
。

　

宇
部
市
「
伝
統
・
復
活
」
健
康
民
踊
教
室
さ
ん
と

の
合
同
練
習
も
始
ま
り
、
初
め
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

動
き
も
、
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
合
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
本
番
！
幕
が
上
が
り
、
西
川
県
老
連
会

長
の
観
客
を
魅
了
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
山
口
県
の
名
所
案

内
、
方
言
「
幸
せ
ま
す
」
の
紹
介
等
が
あ
り
、
私
た

ち
の
出
番
と
な
り
ま
し
た
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
り
舞

台
中
央
に
進
み
、
次
々

と
変
化
す
る
隊
形
に
気

を
配
り
、
会
場
の
皆
様

の
心
に
美
し
く
優
し
い

桜
の
花
が
咲
い
て
欲
し

い
と
踊
り
ま
し
た
。
全

曲
を
踊
り
終
え
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
最
後
の
言
葉

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」
の
礼
の
後
、
暗
転
と
な
り
舞
台
を
降
り
ま

し
た
。
皆
の
笑
顔
に
や
り
き
っ
た
満
足
感
が
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
発
表
に
お
い
て
、
思
い
も
よ
ら
な
い
「
銀
賞
」

を
頂
き
、
驚
き
と
喜
び
の
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

事
務
局
の
作
成
し
た

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
と

て
も
優
れ
て
お
り
受

賞
に
つ
な
が
っ
た
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
感
動
を
忘
れ

ず
に
、
今
回
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
「
の
ば
そ

う
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」

め
ざ
し
ま
す
。

第
47
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
in
沖
縄

﹁
演
じ
る
活
動
﹂
に
参
加
し
て

　

平
成
30
年
12
月
４
日
～
５
日
の
２
日
間
、
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
宜
野
湾
市
）
で
開
催
さ

れ
た
、「
第
47
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
第
４
部
会
演

じ
る
活
動
（
舞
台
発
表
）」
の
出
演
に
あ
た
り
、
県
内

に
出
演
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
宇
部
市
「
伝
統
・
復
活
」

健
康
民
踊
教
室
（
船
木
校
区
）
と
山
口
市
仁
保
長
寿

会
の
２
つ
の
ク
ラ
ブ
の
参
加
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
２
つ
の
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
「
チ
ー
ム
山

口
」
と
し
て
結
成
し
、
演
目
は
、
日
本
舞
踊
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」（
山
口
市
）民
踊「
船
木
小
唄
」（
宇
部
市
）

伝
統
舞
踊
「
嫁
な
き
節
」（
合
同
）
の
３
曲
で
出
演
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ブ
に
出
演
の
感
想
を

書
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。《

仁
保
長
寿
会
》　
代
表
　
藤
村
怜
子
（
山
口
市
）

　

私
た
ち
「
仁
保
長
寿
会
」
は
４
年
前
に
山
口
県
で

行
わ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口 仁

保
長
寿
会　
代
表　

藤　
村　
怜　
子
（
山
口
市
）

「
伝
統
・
復
活
」
健
康
民
踊
教
室　
代
表　

宮　
田　
洋　
子
（
宇
部
市
）

銀賞をいただきました
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・
結
果
発
表
「
銀
賞
」
と
呼
ば
れ
た
と
き
は
、
苦
し

く
、
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
吹
き
飛
び
、
み

な
さ
ん
涙
を
流
し
て
喜
び
ま
し
た
。

・
平
凡
な
毎
日
を
送
っ
て
い
た
私
が
と
て
も
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
銀
賞
を
頂
い

た
と
い
う
こ
と
よ
り
も
沖
縄
の
舞
台
に
無
事
に
た

て
た
と
い
う
こ
と
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

・
本
番
で
は
、
練
習
と
は
違
っ
た
気
持
ち
で
演
技
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
舞
台
で
演
じ
る
楽
し
さ
を
感

じ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

・
沖
縄
の
舞
台
の
感
動
の
涙
は
一
生
忘
れ
る
事
の
な

い
も
の
で
す
。
誰
も
が
出
来
え
る
事
の
な
い
こ
と

を
私
た
ち
は
頑
張
り
ま
し
た
。

・
船
木
小
唄
を
全
国
版
に
す
る
為
に
地
域
に
広
め
る

目
的
で
頑
張
り
、
そ
れ
が
演
じ
る
活
動
部
門
で
全

国
大
会
の
山
口
県
代
表
で
出
演
さ
せ
て
頂
い
た
の

は
一
生
の
記
念
に

な
り
ま
し
た
。

・
体
調
に
は
特
に
気

を
つ
け
て
い
た
の

で
す
が
、
風
邪
を

ひ
い
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
何
と
か

踊
る
こ
と
が
で
き

ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。

ち
、
楽
屋
で
声
を
出
し
て

大
泣
き
を
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
験
は
二
度
と

な
い
事
と
思
い
、
私
の
一

生
の
思
い
出
と
し
、
宝
物

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
に
行
く
ま

で
は
、
わ
が
単
位
ク
ラ
ブ

は
26
人
の
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
し
た
。

　

沖
縄
に
参
加
す
る
こ
と
を
機
に
14
人
の
会
員
増
強

と
な
り
大
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
っ
て
か

ら
も
４
人
の
会
員
が
増
え
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
会
員
全

員
50
人
の
目
標
を
達
成
し
て
い
く
決
意
で
す
。

《
参
加
者
か
ら
の
感
想
》

・
当
初
は
身
震
い
す
る
ほ
ど
緊
張
の
連
続
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
大
変
な
プ
ラ
ス
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

・
沖
縄
の
舞
台
で
は
ず
ー
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

し
た
が
、
練
習
を
た
く
さ
ん
し
た
の
で
、
間
違
え

ず
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
船
木
教
室
の

み
ん
な
と
一
緒
だ
っ
た
こ
と
は
と
て
も
心
強
く
安

心
感
が
あ
り
ま
し
た
。

・
合
同
の
練
習
は
け
っ
こ
う
過
酷
な
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
銀
賞
に
な
る
な
ん
て
、
皆
が
一
丸
と
な
っ

た
こ
と
が
宝
物
で
す
。

　《「
伝
統
・
復
活
」
健
康
民
踊
教
室
》

代
表
　
宮
田
洋
子
（
宇
部
市
）

　

私
は
沖
縄
へ
行
く
の
は
２
回
目
で
す
が
、
す
ご
く

変
わ
っ
た
劇
場
で
す
ご
く
広
く
感
じ
ま
し
た
。リ
ハ
ー

サ
ル
の
時
に
、
舞
台
の
広
さ
、
観
客
席
の
多
さ
に
ま

た
び
っ
く
り
し
、
手
が
震
え
て
「
う
ち
わ
」
の
ふ
れ

る
の
も
気
に
な
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
で
し
た
。

　

楽
屋
に
戻
り
、
先
生
に
衣
装
、
化
粧
を
直
し
て
頂

き
13
人
全
員
の
支
度
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い

よ
本
番
！
先
生
を
中
心
に
円
陣
を
組
み
、
手
を
重
ね

「
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
、
自
分
も
喜
ん
で
踊
る
ぞ
う
。

ス
マ
イ
ル
、
ス
マ
イ
ル
、
笑
顔
を
忘
れ
な
い
ぞ
う
。

お
客
様
あ
り
が
と
う
。
オ
ー
」
と
、
ま
た
、
ひ
と
り

一
人
の
背
中
を
「
頑
張
っ
て
、
笑
顔
。」
と
た
た
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
私
自
身
リ
ラ
ッ
ク
ス
出
来
、
周
り
を

見
て
み
る
と
、
全
員
が
落
ち
着
い
た
様
子
で
し
た
。

舞
台
の
上
で
し
っ
か
り

喜
ん
で
踊
っ
て
き
ま
す

と
の
思
い
で
舞
台
に
た

つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

終
わ
っ
た
瞬
間
、
観

客
席
か
ら
「
山
口
県
さ

ん
良
か
っ
た
よ
ー
あ
り

が
と
う
。」
の
声
を
聞

い
た
時
に
は
鳥
肌
が
立
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
８
（
山
口
県
健
康
福
祉
祭
）

「
文
化
活
動
交
流
会
in
萩
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

が
、
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）、
萩
市
民
館
に
お
い

て
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
貢
献
活

動
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
発

表
し
ま
し
た
。

◇
開
会
式
◇

　
萩
市
老
連 

女
性
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
よ
り

開
会
し
、
岡
政
夫
会
長
の
開
会
宣
言
後
、
県
健
康
福

祉
部 

中
野
恵
部
長
、
県
老
連 

西
川
三
代
子
会
長
の
主

催
者
挨
拶
に
続
き
、
開
催
地
で
あ
る
萩
市
の
高
橋
博

史
副
市
長
、
萩
市
議
会　

横
山
秀
二
議
長
よ
り
御
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

◇
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
◇

　
マ
ジ
ッ
ク
や
日
本
舞
踊
、
コ
ー

ラ
ス
な
ど
の
17
団
体
が
出
演
し
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
観
覧

さ
れ
た
方
か
ら
多
く
の
称
賛
の

声
を
い
た
だ

き
、
出
演
さ

れ
た
皆
さ
ん

の
元
気
と
パ

ワ
ー
を
届
け

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◇
展
示
ブ
ー
ス
◇

　

県
内
老
連
ほ
か
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
写
真
27
点
。

萩
市
老
連
文
化
活
動
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
陶
芸
、
工
芸
な
ど
趣
味
・
伝

統
工
芸
の

展
示
を
し

ま
し
た
。

 

◇
心
を
こ
め
た
手
作
り
の
「
お
も
て
な
し
」
◇

　

来
場
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
と
、
県
老
連
女

性
委
員
会
は
市
町
の
女
性
委
員

有
志
と
と
も
に
、「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
こ
め
て
「
い
ち
ご
の
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
」
６
０
０
個
を

手
作
り
し
、
会
場
で
配
り
し
ま

し
た
。

◇
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
◇

　

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
は
展
示
会
場
の

準
備
、
駐
車
場
で
の
誘
導
、「
お
い
で
ま
せ
！
シ
ニ
ア

隊
」
の
皆
様
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
受
付
、ス
テ
ー

ジ
運
営
な
ど
大
変
御
活
躍
い
だ
き
ま
し
た
。
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受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

●
育
成
功
労
表
彰

　
・
岡　
　
政
夫
（
萩
市
）

　
・
六
反　
弘
道
（
下
松
市
）

●
優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
表
彰

　
・
小
鯖
豊
寿
連
合
会
（
山
口
市
）

　
・
周
防
大
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
島
支
部
（
周
防
大
島
町
）

●
永
年
勤
続
表
彰

　
・
澤
村
有
利
生
（
山
口
市
）

　
・
伊
達　
　
巧
（
山
口
市
）

　
・
久
保　
博
彦
（
岩
国
市
）

 　
・
東
津
総
区
老
人
ク
ラ
ブ
椹
野
会

（
山
口
市
）

　
・
本
浦
老
人
ク
ラ
ブ
（
下
松
市
）

 　
・
北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会（
宇
部
市
）

　
・
富
岡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
周
南
市
）

　
・
平
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
平
生
町
）

●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　
・
山
本　
清
子
（
周
南
市
）

　
・
茂
刈　
接
佐
（
阿
武
町
）

 

●
特
別
功
労
者

　
・
大
田　
　
勸
（
萩
市
）

　
・
岡　
　
政
夫
（
萩
市
）

　
・
神
村　
重
男
（
萩
市
）

　
・
増
本　
佳
治
（
光
市
）

　
・
笹
尾
新
太
郎
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
・
佐
々
木
信
彦
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
・
池
田
マ
サ
子
（
阿
武
町
）

　
・
茂
刈　
接
佐
（
阿
武
町
）

●
一
般
功
労
者

　
・
岡
本　
満
夫
（
下
関
市
）

　
・
折
井　
孝
二
（
下
関
市
）

　
・
髙
木　
　
博
（
下
関
市
）

　
・
永
原　
弘
道
（
下
関
市
）

　
・
前
田　
和
生
（
下
関
市
）

　
・
丸
岡　
英
夫
（
下
関
市
）

　
・
安
永　
活
美
（
下
関
市
）

　
・
鷲
谷　
安
子
（
下
関
市
）

　
・
伊
藤　
忠
憲
（
宇
部
市
）

　
・
大
田　
輝
雄
（
宇
部
市
）

　
・
岡
本　
　
博
（
宇
部
市
）

　
・
木
村　
利
彦
（
宇
部
市
）

　
・
小
泉　
雅
子
（
宇
部
市
）

　
・
末
田　
昭
男
（
宇
部
市
）

　
・
千
賀　
英
治
（
宇
部
市
）

　
・
長
谷
山
敏
隆
（
宇
部
市
）

　
・
原　
　
和
男
（
宇
部
市
）

　
・
平
田　
實
男
（
宇
部
市
）

　
・
弘　
　
春
代
（
宇
部
市
）

　
・
椙
山　
淳
子
（
山
口
市
）

　
・
中
村　
勝
一
（
山
口
市
）

　
・
大
平　
　
實
（
萩
市
）

　
・
神
原　
茂
宏
（
萩
市
）

　
・
白
上　
　
豊
（
萩
市
）

　
・
西
山　
　
聰
（
萩
市
）

　
・
野
澤　
　
勇
（
萩
市
）

　
・
三
好　
　
巖
（
萩
市
）

　
・
伊
藤　
貞
夫
（
下
松
市
）

　
・
糀
谷　
政
人
（
下
松
市
）

　
・
田
中　
磐
雄
（
下
松
市
）

　
・
怒
和　
輝
雄
（
下
松
市
）

　
・
舛
田　
　
一
（
下
松
市
）

　
・
菅
田　
逸
郎
（
岩
国
市
）

　
・
森
川　
國
人
（
岩
国
市
）

　
・
木
村　
一
好
（
光
市
）

　
・
下
原　
久
子
（
柳
井
市
）

　
・
田
中　
祥
子
（
柳
井
市
）

　
・
山
本　
康
隆
（
美
祢
市
）

　
・
菅
原　
兼
祐
（
周
南
市
）

　
・
木
村　
民
夫
（
周
南
市
）

　
・
高
橋　
功
夫
（
周
南
市
）

　
・
山
本　
　
博
（
周
南
市
）

　
・
麻
野　
紘
子
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
・
北
嶋　
一
孝
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
・
名
和
田
初
子
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
・
藤
田　
　
實
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
・
王
田　
幸
男
（
周
防
大
島
町
）

　
・
川
本　
　
弘
（
周
防
大
島
町
）

　
・
小
野　
正
人
（
田
布
施
町
）

　
・
亀
谷　
礼
二
（
田
布
施
町
）

　
・
倉
増　
博
望
（
田
布
施
町
）

●
１
万
人
会
員
増
強
運
動

　
・
ヨ
ガ
同
好
会
（
下
関
市
）（

敬
称
略
）

平
成
30
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

平
成
30
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

平
成
30
年
度　
活
動
賞

第
68
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

県
知
事
表
彰

平
成
30
年
度

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
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平
成
30
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
活
動
賞

活
動
賞
と
は

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
多
様
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
、
特
に
他
の
範
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
単
位
ク
ラ
ブ
及
び
連
合
会
に
対
し
て
贈
呈
し
ま
す
。
こ
の
賞
の
贈
呈
を
と
お
し

て
、
全
国
的
な
優
良
事
例
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
一
層
の
発
展
に
向
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
活
動
内
容
に
は
「
健
康
づ
く
り
活
動
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」「
そ
の
他
の
活
動
」
が
あ

り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

宇
部
市　
北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会

　
（
昭
和
55
年
６
月
結
成
）

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

週
３
回
、
月
・
水
・
土
の
午
前
中
１
時
間
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
し
、
そ
の
後
の
サ
ロ
ン
活
動

は
、「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
と
し
て
定
着
し
、
会
員

の
情
報
交
換
や
安
否
確
認
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

取
組
の
成
果
は
？

Ａ 

サ
ロ
ン
活
動
の
始
め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
男
性
参
加
の
促
進
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
参
加
し
な
い
人
も

気
軽
に
集
え
る
場
と

な
っ
て
お
り
、お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
こ
と
で
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す

良
策
と
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
活
動
部
門(

世
代
間
交
流)

周
南
市 

富
岡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
（
昭
和
39
年
４
月
結
成
）

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

菊
川
小
学
校
の
生
徒
、
保
護
者
を
対
象
に
さ
つ

ま
芋
堀
り
体
験
学
習
を
行
い
、
女
性
委
員
を
中
心
に
、

掘
っ
た
さ
つ
ま
芋
を
使
っ
て
、
さ
つ
ま
芋
入
り
焼
き

そ
ば
等
を
作
っ
て
食
事
会
を
開
き
世
代
間
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
夏
休
み
に
は
教
室
を
利
用
し
て
寺

子
屋
を
開
き
ま
し
た
。

Ｑ 

取
組
の
成
果
は
？

Ａ 

さ
つ
ま
芋
掘
り
や
寺

子
屋
と
い
う
体
験
を
通
し

て
、
子
ど
も
達
や
、
保
護

者
と
関
わ
る
こ
と
で
、
富

岡
地
区
老
連
の
存
在
感
が

一
段
と
高
ま
り
、
地
域
住

民
の
協
力
が
得
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
活
動
部
門

平
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
（
昭
和
49
年
４
月
結
成
）

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

年
１
回
町
老
連
体
育
部
長
を
中
心
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
企
画
・
運
営
を
し
、
手

作
り
の
道
具
を
用
い
て
10
種
の
競
技
を
10
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
行
い
、
チ
ー
ム
上
位
３
人
に
賞
品
を
贈
り
、

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
配
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

取
組
の
成
果
は
？

Ａ 

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
分
か
り
や
す
く
簡
単

で
あ
り
、
参
加
者
全

員
が
楽
し
く
競
技
を

行
っ
て
い
ま
す
。
レ

ク
・
ス
ポ
大
会
を
機

に
、
健
康
づ
く
り
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
心
身
の
健
康

に
繋
が
り
ま
し
た
。

おしゃべりの風景

レク・スポ大会の風景

平
成
30
年
度　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
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平
成
30
年
度　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
と
は

　
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
26
年
か
ら
５
年
計
画
で
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
」は
活
動
賞
の
一
環
と
し
て
、こ
の
運
動
の
年
次（
ま

た
は
最
終
）
目
標
を
達
成
し
た
単
位
ク
ラ
ブ
及
び
連
合
会
に
対
し
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
賞
の
贈
呈
を
と
お
し
て
、
運
動
の
意
欲
を
高
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
発
展

に
向
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
実
施
年
度
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
（
５
年
間
）
※
会
員
増
強
運
動
期
間
は

（
平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
）
の
１
年
後
。

山
口
市　
東
津
総
区
老
人
ク
ラ
ブ
椹
野
会

　
（
昭
和
40
年
４
月
結
成
）

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

「
東
津
総
区
シ
ニ
ア
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
目
標
数
値
を
設
定
し
、
会

員
勧
誘
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
未
加
入
世
帯
へ
戸
別
訪
問
し
、「
声
か

け
」
を
常
に
実
施
し
た
り
、
会
員
加
入
促
進
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
り
し
て
、
勧

誘
の
際
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
向
け
て
行
事
・

活
動
を
広
め
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
会
員
増
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

取
組
の
成
果
は
？

Ａ 

東
津
総
区
シ
ニ
ア
推
進
委
員
に
共
通
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
常
に
取
り
組

む
と
い
う
意
識
が
定
着
し
ま
し
た
。
山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
小
郡
支
部
の
機

関
紙
「
や
ま
び
こ
」

に
活
動
状
況
を
掲

載
し
、
他
地
区
と

の
交
流
が
広
が
り
、

仲
間
意
識
・
会
員

意
識
が
高
ま
り
ま

し
た
。

下
松
市　
本
浦
老
人
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

  　
（
昭
和
38
年
４
月
結
成
）

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

平
成　
年
４
月
か
ら
、
本
浦
地
区
の
元
自
治
会
長
が
本
浦
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
帰
り
温
泉
旅
行
や
テ
レ
ビ
局
の
ス
タ
ジ
オ
見

学
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
行
事
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

Ｑ 

取
組
の
成
果
は
？

Ａ 

本
浦
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
自

ら
が
、
自
治
会
長
時
代
の
人
と
の

繋
が
り
を
生
か
し
、
60
歳
代
の
若

手
会
員
の
加
入
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も

あ
っ
て
、
平
成
25
年
当
時
22
人

だ
っ
た
会
員
も
、
増
減
を
繰
り
返

し
、
今
で
は
24
人
増
の
46
人
に
ま

で
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
下
松
一
丸
と
な
っ

て
、
鋭
意
会
員
増
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

29

KRYスタジオ見学
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シニア活躍！地域支援担い手育成事業
～先進事例視察in愛知　視察報告～

《
宮
津
山
田
地
区
の
概
要
》

・
人
口
：
８
９
０
人
。

　
高
齢
化
率
：
42
・
５
％

・
新
日
鉄
の
社
員
分
譲
住
宅
が
整

備
さ
れ
、昭
和
44
年
～
50
年
に
か

け
て
全
国
か
ら
、
社
員
が
移
住

し
て
い
る
。
近
年
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
。

《
宮
津
山
田
達
者
会
の
概
要
》

・
昭
和
47
年
設
立
。

・
地
区
内
の
60
歳
以
上
の
加
入
率
：
60
％

・
新
日
鉄
に
関
わ
り
の
あ
る
会
員
が
８
割
を
占
め
る
。

《
多
様
な
生
活
支
援
～
宮
津
山
田
の
お
助
け
マ
ン
～
》

Ａ　
活
動
の
概
要

・
住
民
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
の
困
り
事
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
る
。（
会
員
外
も
対
象
）

・
手
助
け
は
、
刃

物
研
ぎ
や
粗
大

ゴ
ミ
回
収
等
の

９
種
類
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

費
用
は
必
要
な

材
料
費
の
み
と

し
て
い
る
。

Ｂ　
活
動
を
は
じ
め
た
経
緯

　

平
成
18
年
度
に
阿
久
比
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
友

愛
活
動
モ
デ
ル
事
業
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ　
実
施
方
法

①
依
頼
者
か
ら
会
長
・
事
務
局
長
に
電
話
（
達
者
会
広
報

誌
に
連
絡
先
記
載
）。

②
事
務
局
長
と
担
当
リ
ー
ダ
ー
で
現
地
確
認
。

③
直
ぐ
に
解
決
で
き
る
事
は
そ
の
場
で
対
応
。
対
応
が
難

し
く
、
お
助
け
マ
ン
活
動
の
メ
ニ
ュ
ー
に
該
当
す
る
場

合
は
、
お
助
け
マ
ン
を
派
遣
。

Ｄ　
メ
ン
バ
ー

・月
一
回
の
常
会
（
毎
回
70
人
程
参
加
）
に
て
、各
メ
ニ
ュ
ー

の
お
助
け
マ
ン
を
募
集
。

※
平
成
30
年
度
時
点
で
61
人
。

・
会
員
の
得
意
分
野
を
生
か
せ
る
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

（
例
）
電
気
店
メ
ー
カ
ー
勤
務
の
経
験
を
生
か
し
て
電
気

配
線
修
理
等
。

Ｅ　
活
動
の
広
報

・
常
会
資
料
に
情
報
を
記
載
し
、
手
伝
え
る
困
り
事
が
な
い

か
Ｐ
Ｒ
。
常
会
欠
席
者
に
は
資
料
を
個
別
配
布
。

愛
知
県
阿
久
比
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

宮
津
山
田
達
者
会（
会
員
数
２
６
２
人
）

　地域支援担い手育成事業は、これまで老人クラブが取り組んできた友愛活動や健康づくりの経験
を生かして、地域支援事業への参画に向けた担い手の養成とモデル地区の指定による、生活支援、
介護予防活動の実践強化を図るものです。
　今回は、本事業の担い手養成の一環とし、平成30年９月14日に愛知県阿久比町宮津山田地区に
ある『宮津山田達者会』を視察しましたので、報告します。

シリーズ３

阿久比町の皆さんとの集合写真

お助けマン活動メニュー（H29 実績）
内　容 実績

刃物研ぎ（偶数月） 205
電気配線・機器修理 0
電球蛍光灯取替え 2
室内家具移動 0

簡単な大工工事 18
粗大ごみ回収 45

水道水漏れ修理 0
自転車パンク修理 6

その他 12
合計 288

依頼者宅に訪問して
刃物を預かるお助けマン

長年の経験を生かして
包丁を研いでいます !!
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幼
・
小
・
中
に
渡
る
文
化
伝
承
活
動
！

《
仁
保
幼
稚
園
・
保
育
園
》

　
①
か
か
し
作
り
（
９
月
）

　
②
お
餅
つ
き
（
11
月
）

　
③
お
正
月
遊
び
（
１
月
）

‌�《
仁
保
小
学
校
》

　
①
昔
遊
び
（
１
月
）

《
仁
保
中
学
校
》

　
①
し
め
縄
づ
く
り
（
１
月
）

　
②
お
茶
教
室
（
１
月
）

　
③
門
松
づ
く
り
（
１
月
）

☆
仁
保
中
学
校
で
は
、『
伝
統
文
化
を
学
ぶ
会
』
と
称
し
て
、

30
年
以
上
継
続
し
て
し
め
縄
づ
く
り
と
門
松
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
に
は
、
単
純
に
し
め
縄

や
門
松
づ
く
り
を
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
使
わ
れ

て
い
る
材
料
の
名
前
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
意
味
も
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

我
が
地
域
の
自
然
・
文
化
を
学
ぶ
！

《
名
田
島
小
学
校
》

　

①
『
名
田
島
を
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
里
に
』
と
題
し
、
餌

の
フ
ジ
バ
カ
マ
を
名
田
島
小
学
校
等
に
植
え
ま
す
。

　
②
田
植
え
応
援
協
力
（
６
月
）

　
③
稲
こ
ぎ
応
援
協
力
（
10
月
）

　
④
餅
つ
き
応
援
協
力
（
11
月
）

　
⑤
名
田
島
小
学
校
し
め
縄
作
り
指
導
（
12
月
）

　
⑥
昔
遊
び
の
応
援
指
導
（
１
月
）

☆
名
田
島
小
学
校
と
の
関
り

は
昭
和
59
年
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
各
行
事
へ
応
援

協
力
を
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
か
ら
は
行
事
の
度

に
心
の
こ
も
っ
た
礼
状

を
も
ら
っ
て
お
り
、
会
員

に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
に

な
っ
て
ま
す
。

蕎
麦
栽
培
を
通
じ
た
３
世
代
交
流
！

《
夜
市
小
学
校
》

　
①
種
ま
き
（
８
月
）

　
②
収
穫
＆
蕎
麦
打
ち
（
10
月
）

　
③
蕎
麦
の
食
事
会
（
２
月
）

☆
夜
市
楽
園
会
で
は
、
コ
ミ

ス
ク
と
提
携
し
、
児
童

と
保
護
者
を
交
え
た
三

世
代
で
、
蕎
麦
の
栽
培

を
行
っ
て
い
ま
す
。
機

械
化
で
忘
れ
が
ち
な
手

作
業
に
よ
る
蕎
麦
づ
く

り
の
文
化
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
も
ら
え
る

よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

仲間と絆を深め地域で活躍！
シニア社会貢献活動推進事業　モデル老人クラブの実践報告

~子供たちを育む心豊かな地域のために、老人クラブが貢献しています。~

　シニア社会貢献活動推進事業は、平成27年10月に行われた「ねんりんピック山口大会」を契機とする、高
齢者のスポーツ文化活動への関心や社会参加意識の高まりを継承・発展させるため、老人クラブを中心とす
る地域の高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり、機会づくりを広げるとともに、地域における社会貢
献活動や世代間交流の取組をより一層推進することを目的として実施するものです。
　平成30年度にモデル指定した３地区の老人クラブに「コミュニティ・スクール」への参画推進や子供の居
場所づくり、地域の文化伝承活動等に取り組んでいただいています。
　今回は、平成30年度にモデル指定した３地区の概要を御紹介します。
　詳細な内容については、次号に掲載いたします。

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仁
保
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
２
８
５
人
）しめ縄作りの様子

餅つきの様子収穫の様子

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仁
保
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
２
８
５
人
）

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

名
田
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
１
１
９
人
）

周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

夜
市
楽
園
会（
会
員
数
56
人
）
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新
規
事
業

　
県
老
連
で
は
、
趣
味
・
生
き
が
い
づ
く
り
や
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
退
職
前
後
の
県
民
に
対
し
て
地
域
活
動
の
必
要
性
や
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
魅
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
等
を
伝
え
る
「
生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会

の
開
催

　

県
内
市
町
老
連
に
呼
び
か
け
、
受
講
者
を
推
薦
し

て
い
た
だ
き
、「
生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
研
修
会
」
を
東
西
２
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。（
両
会
場
と
も
内
容
は
同
じ
）

　
西
部
会
場　
サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢

　
12
月
７
日
（
金
）、
12
月
18
日
（
火
）

　
東
部
会
場　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

　
12
月
10
日
（
月
）、
12
月
14
日
（
金
）

　
１
日
目
は
主
に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、「
社
会
情
勢
と
地
域
課
題
」、「
生
き
が
い
づ
く

り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
理
念
・
役
割
」
に
つ
い
て
、

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
助
教
で
医
師
で
も

あ
る
長
谷
亮
佑
氏
に
よ
る
講
義
を
い
た
だ
き
、
今
地

域
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
地
域
課
題
を
学
び
な

が
ら
、
地
域
活
動
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
効
果
や
意
義
を
認
識

し
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は

「
山
口
で
起
こ
っ
て
い
る
問

題
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
意
義
を

実
感
し
た
。」「
新
し
い
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
に
も
ぜ
ひ
聞
い

て
ほ
し
い
内
容
だ
。」
等
の

声
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
地
域
支
援
活
動
や
社
会
資
源
」
に
つ
い

て
、
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
福
森

宏
昌
氏
に
よ
る
講
義
で
す
。
自
治
会
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
で

の
様
々
な
助
け
合
い
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
受
講

者
か
ら
は
「
活
動
を
呼
び

掛
け
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
も

整
理
さ
れ
て
い
て
分
か
り
や

す
か
っ
た
。」「
地
域
だ
け
で

な
く
、
自
身
の
健
康
状
態
や

人
間
関
係
に
大
き
く
プ
ラ
ス
に
な
る
。」
等
の
感
想
が

多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
演
習
主
体
で
行
い
ま
し
た
。「
老
人
ク
ラ

ブ
の
状
況
と
活
動
」
に
つ
い
て
、

山
陽
小
野
田
市
老
連
若
手
委
員
会

委
員
長
の
石
川
宜
信
氏
の
説
明
を

受
け
て
、
各
自
が
普
段
の
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

や
り
が
い
や
楽
し
か
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

啓
発
活
動
で
使
え
る
よ
う
、
こ
の
２
日
間
で
学
ん

だ
ポ
イ
ン
ト
が
整
理
さ
れ
た
資
料
に
自
身
の
経
験
を

加
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
稿
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
各

自
資
料
を
整
理
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
啓

発
説
明
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
原
稿
を
読
み
上
げ
る
だ
け
の
説
明
で
た
ど

た
ど
し
い
様
子
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
内
で
ア
ド
バ

イ
ス
や
褒
め
合
い
な
が
ら
練
習
す
る
う
ち
に
、
誰
も

が
み
る
み
る
上
達
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
各
自
３
回
練

習
を
し
た
だ
け
で
、
中
に
は
資
料
を
全
く
見
ず
に
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
自
分
の
言
葉
で
流
れ
る
よ

う
に
説
明
さ
れ
る
参
加
者
も
。
会
場
内
に
笑
顔
と
拍

手
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
啓
発

活
動
を
実
施

　
研
修
修
了
後
は
、
各
地
で
啓

発
活
動
の
実
践
で
す
。
１
月

18
日
（
金
）、
定
年
退
職
前
の

県
庁
職
員
を
対
象
と
し
た
説

明
会
の
機
会
を
お
借
り
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日
生
き
が
い

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

７
人
が
集
ま
り
、
改
め
て
説
明
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
・

確
認
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
内
の
ひ
と
り
が
、
約
１
２
０
人
の
退
職

予
定
者
の
前
で
地
域
活
動
の
意
義
や
老
人
ク
ラ
ブ
で

の
経
験
談
な
ど
を
語
り
ま
す
。
地
域
活
動
が
自
分
自

身
の
生
活
や
健
康
寿
命
に
深
く
関
係
し
て
い
る
事
が

指
摘
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
時
間
の
制
約
が
あ
る
中
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
魅
力
も
体
験
談
を
通
し
て

丁
寧
に
伝
え
ま
し
た
。

　
今
後
、
県
内
各
地
の
市
町
行
政

や
企
業
等
で
も
生
き
が
い
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
発
掘
の

面
で
も
、活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

長谷氏の講義の様子

福森氏の講義の様子

生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
展
開

石川氏の講義の様子

事前の打合せ

啓発活動の様子
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平
成
30
年
12
月
12
日
、
山
口
県
総
合
保
健
会
館
に

お
い
て
、
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
委
員
会
運
営
企

画
に
て
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
ま
で
何
回
と
な
く
認
知
症
の
話
を
聞

い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
少
し
深
く
掘
り

下
げ
て
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
た
ら
と
思
い
計
画
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
の
講
義
は
「
認
知
症
に
関
す
る
な
ぜ
？
ど

う
し
た
ら
」
と
題
し
、
山
口
市
高
齢
福
祉
課
（
山
口

市
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
田
中
悦
子
氏

に
よ
り
認
知
症
の
予
防
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の

仕
方
を
学
び
ま
し
た
。
講
話
の
な
か
で
、
超
高
齢
社

会
を
迎
え
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
り
、
行
方

不
明
者
の
増
加
、
ま
た
、

交
通
事
故
の
発
生
率
の

増
加
と
心
配
す
る
こ
と

が
沢
山
増
え
て
ま
い
り

ま
す
。
な
ら
な
い
為
に
自

分
の
健
康
に
気
を
つ
け

地
域
の
方
々
と
の
交
流

講義

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
女
性
委
員
長

守　
田　
節　
子

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
山
口
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
に
よ

る
寸
劇
「
我
慢
し
な
い
で
・
・
・
一
人
で
は
な
い
よ
」

で
は
、
認
知
症
の
方
、
そ
の
家
族
の
気
持
ち
に
な
っ

て
の
寸
劇
。

寸劇

　

20
年
前
の
私
の
家
族
の
介
護
の
事
を
思
い
出
し
、

色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寸
劇
を
見
な
が
ら

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
が
良
く
分
か
っ
た
の
で
は
な

ロールプレイ

い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
の
意
見
は
、
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
、
叱

ら
な
い
、
や
さ
し
く
等
で
一
緒
で
し
た
。

　

認
知
症
に
な
り
た
く
な
い
で
は
な
く
、
な
ら
な
い

よ
う
に
、
健
康
に
気
を
つ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
活

動
に
参
加
し
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

に
沢
山
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
に
説
明
さ
れ
る
参
加
者
も
。
会
場
内
に
笑
顔
と
拍

手
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
生
き
が
い
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
啓
発

活
動
を
実
施

　
研
修
修
了
後
は
、
各
地
で
啓

発
活
動
の
実
践
で
す
。
１
月

18
日
（
金
）、
定
年
退
職
前
の

県
庁
職
員
を
対
象
と
し
た
説

明
会
の
機
会
を
お
借
り
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日
生
き
が
い

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

７
人
が
集
ま
り
、
改
め
て
説
明
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
・

確
認
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
内
の
ひ
と
り
が
、
約
１
２
０
人
の
退
職

予
定
者
の
前
で
地
域
活
動
の
意
義
や
老
人
ク
ラ
ブ
で

の
経
験
談
な
ど
を
語
り
ま
す
。
地
域
活
動
が
自
分
自

身
の
生
活
や
健
康
寿
命
に
深
く
関
係
し
て
い
る
事
が

指
摘
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
時
間
の
制
約
が
あ
る
中
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
魅
力
も
体
験
談
を
通
し
て

丁
寧
に
伝
え
ま
し
た
。

　
今
後
、
県
内
各
地
の
市
町
行
政

や
企
業
等
で
も
生
き
が
い
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
発
掘
の

面
で
も
、活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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「
社
会
奉
仕
の
日
」（
9
月
20
日
）
は
、
多
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
で

取
り
組
ん
で
い
る
奉
仕
活
動
を
、
全
国
一
斉
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
地
域
と
の
担
い
手
と
し
て
の

活
力
を
示
そ
う
と
全
国
運
動
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
山

口
県
で
も
単
位
ク
ラ
ブ
、
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
体
と

な
り
、
当
日
9
月
20
日
は
雨
模
様
で
、
翌
日
に
変
更
し
た
ク
ラ

ブ
、
中
止
と
し
た
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
７
９
８
単
位
ク

ラ
ブ
で
約
１
３
、
0
０
０
人
の
会
員
が
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
自
治
会
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
づ
く
り
団
体
、
神
社
総
代
、
Ｊ
Ｒ
職
員
等
約
２
、０
０
０

人
の
会
員
以
外
の
参
加
も
あ
り
、
道
路
、
海
岸
、
公
園
、
神
社
、

公
民
館
等
の
清
掃
、
除
草
、
空
き
瓶
、
空
き
缶
の
収
拾
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
社

会
奉
仕
の
日
」

に
あ
た
り
、

県
知
事
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

≪県知事メッセージ≫
　本日、老人クラブの皆様が、「社会奉仕の日」として、県下全域で環境美化運動に取り組んでいただきま
すことに対し、敬意を表しますとともに、心から感謝を申し上げます。
　老人クラブの皆様には、日頃から、新「村おこし町おこし運動」の推進による地域づくり、仲間づくり
をはじめ、健康づくりや交通安全運動など、様々な取組を通じて地域福祉の充実や地域の活性化に格別の
御尽力をいただいているところであり、重ねて感謝を申し上げます。
　さて、全国に比べ 10 年早く高齢化が進んでいる本県では、高齢者の方々が住み慣れた地域で、その豊か
な知識や経験、技能等を活かし、生涯にわたり、いきいきと活躍していただくことが重要です。
　このため、私は、地域支え合い活動や世代間交流などの取組を支援するとともに、ボランティア、ＮＰＯ
活動やスポーツ、文化活動など、様々な活動の機会づくりや情報発信などに取り組んでいるところです。
これらの取組を進めるためには、日頃から地域に根ざした魅力ある活動を実践されている老人クラブの皆
様の御支援、御協力が不可欠です。今後とも、地域の方々が互いに支えあう仕組みづくりの中核として、
皆様のシニア・パワーを大いに発揮していただき、地域活力のさらなる向上が図られることを心から期待
しています。
　また、県では、明治改元 150 年を記念して、９月 14 日から 11 月４日までの 52 日間、山口市阿知須の
きらら博記念公園において、「山口ゆめ花博」を開催しています。
　１千万の山口県の花が一面に咲き誇る会場には、日本一長い竹のコースターや日本一高い木のブランコ
などの遊具を備えるとともに、期間中を通して、心躍る 1,200 のイベントや体験プログラムを繰り広げる
など、お子様からお年寄りまで、全ての皆様に楽しんでいただけます。
　どうか、皆様には、「山口ゆめ花博」への御来場を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
　終わりに、山口県老人クラブ連合会並びに各市町老人クラブ連合会のますますの御発展と、 皆様方の御健
勝、御活躍を祈念して、激励の御挨拶といたします
　平成 30 年９月 20 日

山口県知事  村  岡  嗣  政

「
社
会
奉
仕
の
日
」の
取
組
に
つ
い
て
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平
成
30
年
10
月
22
日（
月
）〜
10
月
23
日（
火
）の
２

日
間
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
米
子
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
萩
市
か
ら
は
、
職
員
を
含
め
て
４
人
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
一
泊
二
日
の
研
修
会
で
得
た
収
穫
を
、
わ
ず
か
な
紙

面
に
表
す
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
自
分
の

心
に
残
っ
た
も
の
の
み
を
記
述
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
は
、
会
議
の
冒
頭
で
の
基
調
報
告
で
は
、

そ
の
演
題
で
あ
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け

て
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

か
ら
得
た
老
人
ク
ラ
ブ
が
め
ざ
す
友
愛
活
動
で
す
。今
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

内
容
を
理
解
し
地
域
の
一
員
と
し
て
協
力
し
あ
い
支
え

あ
う
取
り
組
み
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が

ら
、
私
た
ち
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
、
そ
の
活
動
の
大
き

な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
多
様
な
生
活
支
援
」「
多
様
な

通
い
の
場
づ
く
り
」「
見
守
り
支
援
」「
健
康
づ
く
り
支

援
」「
情
報
伝
達
支
援
」
等
、
い
ず
れ
も
他
の
団
体
に

比
べ
て
こ
れ
と
言
う
自
慢
で
き
る
も
の
が
見
当
た
ら
な

い
の
が
残
念
で
す
。

　
活
動
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
担
い
手
を
育
て
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
は
も
と
よ
り
会
長
自
身
が
し
っ

か
り
し
て
い
な
い
こ
と
は
大
き
く
反
省
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
組
織
が
活
発
化
し
て
い
る
団
体
で
は
、
若
手
委

員
会
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も
こ
れ
か
ら
の
組
織
作
り
に
不
可

欠
な
課
題
と
な
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
も
の
で
す
。
研

修
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
開
山
千
三
百
年
祭
を
迎
え
た

霊
峰
大
山
の
思
い
出
は
、
若
か
り
し
頃
に
家
族
や
仲
間

た
ち
と
楽
し
ん
だ
大
山
ス
キ
ー
場
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
、
当
時
小
学
生
で
あ
っ
た
娘
も
今
や
50
歳
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
、
共
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
歳

が
来
る
こ
と
を
願
い
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
萩
市
老
連

が
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
大
山
寺
に
お
参
り
を

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
も
変
わ
ら
ぬ
大
山
道
路
を
後
に
し
、
車
窓
か
ら
飛

び
込
ん
で
く
る
紅
葉
を
次
々
と
追
い
越
し
無
事
帰
着
し

ま
し
た
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

「
懐
か
し
き
大
山
寺
か
ら
の
贈
り
物
」

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

樋　
口　
昭　
二

講演「腹から笑っていきいき人生」 第２部地域支え合い活動の推進 全老連基調報告

大山寺 第３部会員増強及び若手委員会員活動の推進 第１部健康づくり・介護予防の推進
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平
成
30
年
10
月
11
日
（
木
）、
12
日
（
金
）
の
２
日
間
に
わ
た
り

東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た「
第
30
回
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
第
１
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー

★
基
調
報
告

　
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て　
示
そ
う
！
女
性
パ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
全
老
連
事
務
局
長　
谷
野
香
〕

　
基
調
報
告
つ
い
て
は
「
高
齢
者
の
状
況
」「
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
け

る
女
性
の
状
況
」「
老
人
ク
ラ
ブ
の
全
国
運
動
・
行
動
提
案　
～
女

性
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待
」「
よ
り
よ
い
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
の
た
め
に
」

の
４
点
の
内
容
で
し
た
。

　
特
に
「
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
女
性
の
状
況
」
で
は
、
単
位
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、
会
員
と
会
長
の
女
性
割
合
が
、
会
員
の
６
割
が

女
性
、
女
性
会
長
は
15
％
弱
で
す
が
、
こ
の
20
年
で
２・５
倍
増
加

し
て
い
ま
す
。
市
区
町
村
老
連
に
は
女
性
委
員
会
が
９
割
設
置
さ

れ
、
女
性
会
長
は
約
４
％
、
会
長
以
外
の
女
性
役
員
は
１
／
４
の

老
連
に
存
在
し
ま
す
。「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」（
最
終
５

年
次
）
の
推
進
と
し
て
会
員
増
強
（
仲
間
づ
く
り
）
に
女
性
パ
ワ
ー

を
発
揮
し
、
今
後
の
取
組
と
し
て
「
特
に
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
役

割
を
担
い
、
ク
ラ
ブ
の
解
散
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
」

　
ま
た
、な
か
な
か
減
ら
な
い
高
齢
消
費
者
被
害
、女
性
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
、
高
齢
者
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
高
齢
者
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

★
事
例
発
表

　
女
性
委
員
会
が
主
管
し
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

〇
横
浜
市
神
奈
川
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　
女
性
委
員
長

　
三
宅
和
代

　
女
性
委
員
会
の
主
管
事
業
と
し
て
、
事
業
を
企
画
・
運
営
す

る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
つ
な
が
る
。

　

最
初
は
「
女
性
委
員
会
の
や
る
こ
と
は
女
性
が
や
れ
ば
よ

い
・
・
・
」
と
な
か
な
か
区
シ
連
合
全
体
の
こ
と
と
し
て
と
ら

え
て
も
ら
え
ず
理
事
は
紛
糾
、
毎
月
、
理
事
会
の
議
題
に
あ
げ

て
、
女
性
委
員
会
と
区
シ
連
会
長
、
理
事
会
双
方
が
納
得
し
、

一
緒
に
企
画
・
運
営
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
４
８
７
人
誕
生
、
女
性
委
員
の
数
が
増
え
、

女
性
委
員
の
存
在
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
次

な
る
目
標
と
し
て
さ
ら
な
る
社
会
性
の
あ
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を

増
や
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
全
員
参
加
を
目
指
す
女
性
部
研
修
」

〇
茨
城
県
神
栖
市
シ
ニ
ア
連
合
会　
副
会
長
・
女
性
部
長

　
栁
川
紘
子

　
　
女
性
部
会
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
対　
象
：
女
性
会
長

　
　
テ
ー
マ
：
ク
ラ
ブ
の
持
つ
悩
み
や
課
題
・
あ
な
た
の
ク
ラ
ブ

で
一
番
紹
介
し
た
い
も
の

　
　
ね
ら
い
・
・
・
全
員
参
加

　
　
⇒
み
ん
な
の
考
え
を
聞
く
こ
と
（
参
加
者
全
員
が
発
言
す
る

こ
と
）
と
ク
ラ
ブ
で
報
告
を
行
う
こ
と

　
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と
が
目
的

で
な
く
、
初
め
て
の
参
加
者
も
、
自
分
が
話
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
発
言
す
る
。

　
成
果
と
し
て
シ
ニ
ア
連
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
楽

し
く
な
っ
た
。
他
の
ク
ラ
ブ
の
人
と
の
横
の
つ
な
が
り
が

で
き
、
他
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
等
に
関
心
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
進
め
方
と
し
て
は
、
焦
ら
ず
、
一
歩
ず
つ

階
段
を
上
る
よ
う
に
進
む
こ
と
、
会
長
や
役
員
だ
け
で
な

く
、
会
員
全
員
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

　
「
女
性
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を
増
や
す
区
老
連
の
取
り
組
み
」

〇
神
戸
市
・
兵
庫
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
、

女
性
会
長
の
会
会
長　
頼
廣
安
子

　
兵
庫
区
老
連
の
状
況
は
ク
ラ
ブ
数
51
ク
ラ
ブ
内
52
・
9
％
の
27

人
が
女
性
会
長
で
す
。
女
性
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を
増
や
す
た
め
23

年
度
か
ら
女
性
会
長
の
会
を
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
単
位
ク

ラ
ブ
へ
の
対
応
と
し
て
解
散
し
そ
う
な
ク
ラ
ブ
に
直
接
出
向
い
て

話
し
合
い
を
し
た
り
、
女
性
登
用
の
呼
び
か
け
、
交
渉
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
単
位
ク
ラ
ブ
の
女
性
会
長
の
増
加
、
情
報
伝

達
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、
区
老
連
、
市
老
連
行
事
へ
の
参
加
が
協

力
的
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
詐
欺
被
害
防
止
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
」

〇
千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事
・
女
性
常
任
委
員
長

　
石
井
淑
枝

　
　
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
む
「
電
話
de
詐
欺
撲
滅
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

　
千
葉
県
は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
被
害
が
多
い
。
都
市
部

で
は
認
知
件
数
が
多
く
、
農
村
部
で
は
少
な
い
が
１
件
ご
と

の
被
害
額
が
多
い
。

　
千
葉
県
警
よ
り
県
老
連
と
し
て
「
電
話
de
詐
欺
撲
滅
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
活
動
内
容
と
し
て
は

会
員
及
び
会
員
外
の
人
に
も
犯
罪
の
手
口
や
現
状
の
情
報
を

伝
え
た
り
、
友
愛
、
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
留
守
番
設
定
な
ど

の
被
害
防
止
に
関
す
る
助
言
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
取
組
み
と
し
て
ミ
ニ
講
話
を
し
た
り
、
幟
を
立
て

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

◎
第
２
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

〇
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
横
浜
北　
館
長　
常
光
明
子

　
女
性
の
視
点
を
い
か
し
た
自
助
・
共
助　
～
高
齢
者
の
仲
間
づ

く
り
を
通
じ
て
考
え
る
防
災

１　
ひ
と
つ
め
の
防
災
力
は
イ
メ
ー
ジ
す
る
力

自
助
（
自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
構
え
）・
共
助
（
隣
近
所
の

助
け
合
い
）
が
発
生
時
に
命
を
守
る
カ
ギ
で
す
。

２　
ふ
た
つ
め
の
防
災
力
は
つ
な
が
る
力

　
　
自
分
の
い
つ
も
の
く
ら
し
を
見
直
す
事
が
防
災
に
つ
な
が
る

　
　
自
分
ら
し
い
備
え
を
考
え
よ
う

　
　
「
お
互
い
様
だ
ね
。」と
言
い
合
え
る
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

３　
み
っ
つ
め
の
防
災
力
は
あ
き
ら
め
な
い
力

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
方
、
自
分
ら
し

い
人
と
関
わ
り
方
が
自
助
と
共
助
の
基
本
で
す
。

※
全
国
か
ら
多
く
の
女
性
委
員
が
集
ま
り
、

地
域
ご
と
の
活
動
発
表
は
と
て
も
勉
強

に
な
り
、
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ま
さ
か
の
災
害

に
備
え
る
準
備
と
被
災
者
の
立
場
や
傷
つ

い
た
心
に
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
い
、

や
わ
ら
か
い
心
で
寄
り
添
う
事
の
大
切
さ

を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の

活
動
に
大
い

に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。

第
３０
回
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
委
員
会　
書
記

西　
村　
知　
子

　グループ毎に討議中参加者からの質問に討議中

　「３日間生きる為に必要な
もの、欠かせないもの」を附
箋にかいているところです。

ワークショップ
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平
生
町
は
、
山
口
県
の
東
部
の
瀬
戸
内
海
に
面
し

た
室
津
半
島
に
位
置
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
と
文

化
・
歴
史
の
あ
る
地
域
で
す
。

　

町
老
連
で
は
、
会
員
の
減
少
や
高
齢
化
等
の
問
題

を
抱
え
な
が
ら
も
、
各
行
事
等
で
会
員
同
士
が
協
力

し
、
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と

し
て
、
毎
年
6
月
に
会
員
同
士
の
親
睦
や
認
知
症
・

介
護
予
防
な
ど
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
が
手
作
り
の
道
具
を
用
い
た
高
齢
者
向
け
の
独

自
の
ス
ポ
ー
ツ
を
考
案
し
行
っ
て
お
り
、
毎
年
参
加

者
が
多
く
、
会
員
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
大
会
で
す
。

今
年
度
は
全
老
連
か
ら
「
活
動
賞
」
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
大
会
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
3
月
に
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
に
て
社
会
奉
仕
活
動
や
交
通
安
全
の

呼
び
か
け
や
立
哨
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
1

回
、
女
性
部
会
が
祭
り
な
ど
で
出
店
す
る
装
飾
品
や

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
の
作
成
、
筋
力
向
上
や
認
知

症
予
防
の
た
め
の
軽
い
体
操
や
合
唱
な
ど
を
行
っ
て

わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
～
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
～

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
６　
平
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

い
ま
す
。
軽
い
食
事
や
談
話
を
し
な
が
ら
行
っ
て
お

り
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し

て
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
会
員
減

少
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
多
く
あ
り
ま
す
が
、

粘
り
強
く
新
規
会
員
の
増
加
に
向
け
た
勧
誘
と
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
き
、
ク
ラ
ブ
会
員
全
員
が
事
務
局

と
協
力
し
、
改
善
し
て
い
き
、
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平生町
老人クラブ連合会
★所在地
　山口県熊毛郡平生町大字平生町 210-1
　（平生町役場　町民福祉課内）
★会員数
　439 人（平成 30 年 12 月 1 日現在）

★単位クラブ数
　18 クラブ
★老連設立（発足）年月日
　昭和 49 年 4 月 1 日
★高齢化率　38.03％
★会長　小西靖雄

女性部マスコット作成中

レクリエーション・スポーツ大会

カラオケ大会
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上
保
木
ク
ラ
ブ
は
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
が
、 

病
気

の
た
め
次
期
会
長
を
引
き
受
け
る
人
が
な
く
、 

解
散

す
る
方
向
に
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、 

老
人
ク
ラ
ブ
の

必
要
性
と
こ
れ
ま
で
の
会
長
の
実
績
と
苦
労
を
無
駄

に
し
て
は
い
け
な
い
と
役
員
が
話
し
合
い
継
続
す
る

方
向
で
継
続
と
新
規
会
員
の
加
入
を
図
り
ま
し
た
。

「
サ
ロ
ン
か
み
ほ
き
」
は
平
成
25
年
か
ら
社
協
主
体
の

「
サ
ロ
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
が

継
続
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
時
期
に
合
わ
せ
て
30
年

4
月
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
主
体
の
「
サ
ロ
ン
」
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
趣
旨
は
一
人
暮
ら
し
や
家
の
中
で
過
ご

す
こ
と
が
多
い
高
齢
者
が
、
自
宅
か
ら
歩
い
て
行
け

る
場
所
に
気
軽
に
集
い
、
活
動
内
容
も
み
ん
な
で
企

画
し
、
決
め
る
こ
と
で
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ

く
り
の
輪
を
広
げ
る
事
、 

高
齢
者
同
土
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
、 

安
心
し
て
暮
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

取
材
当
日
は
、 

上
保
木
地
区
に
あ
る
袖
掛
神
社
の

「
秋
の
大
祭
」
に
併
せ
て
サ
ロ
ン
活
動
と
地
域
の
方
々

に
無
料
で
昼
食
を
提
供
す
る
奉
仕
活
動
の
日
で
し
た
。

　
「
サ
ロ
ン
活
動
」

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
（
針
金
で
つ
く
る
と
ん
ぼ
）

長
門
昌
世
氏
に
よ
る　
フ
ル
ー
ト
演
奏
（
近
所
の

子
供
達
も
参
加
）

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
」

秋
の
大
祭
に
昼
食
を
提
供

メ
ニ
ュ 

ー
：
仇
討
ち
な
べ
（
保
木
山
に
棲
む
猪

•

鹿
が
下
り
て
き
て
農
作
物
を
荒
ら
す
た
め
猪

•

鹿
へ
仇
討
ち
と
し
て
鍋
に
し
て
喰
う
）
塩
お

に
ぎ
り
と
大
根
葉
お
に
ぎ
り
（
だ
し
昆
布
を

入
れ
て
炊
い
た
後
の
だ
し
昆
布
と
大
根
葉
を

刻
ん
だ
も
の
）

　

参
加
者
の
平
均
年
齢
72
歳
と
年
齢
も
設
立
も
若
い

サ
ロ
ン
で
す
。

　
最
低
年
齢
者
は
58
歳
。
こ
の
方
は
転
勤
族
（
山
口
県

内
）
で
御
主
人
の
退
職
後
に

上
保
木
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を
何

回
か
勧
め
ら
れ
て
入
会
、「
い

ま
で
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に

会
え
る
し
、
人
生
の
先
輩
に

生
活
の
知
恵
を
い
ろ
い
ろ
教

え
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。」
と

の
こ
と
。
最
高
高
齢
者
は
81

歳
。 

「
サ
ロ
ン
が
な
か
っ
た

ら
家
に
ば
か
り
い
た
か
も
し

れ
な
い
。
身
体
を
動
か
し
た

り
、 

手
先
を
動
か
し
た
り
、

口
を
動
か
し
た
り
、
体
全
体

を
使
う
か
ら
と
っ
て
も
良

い
。」
と
の
こ
と
。

　

月
2
回
の
体
操
教
室
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
仲
良
く
な
り
、 

な
ん
で
も
話
せ
る
の
で
、
参
加
者

の
会
話
が
と
ぎ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

男
性
軍
も
協
力
的
で
「
座
る
こ
と
が
難
し
い
じ
ゃ

ろ
か
ら
。」
っ
と
言
っ
て
小
さ
な
腰
掛
を
全
会
員
分
を

1
日
で
作
製
し
、 

女
性
軍
に
大
人
気
で
す
。

　

サ
ロ
ン
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
の
最
終
目
的
は
「
地
域

で
皆
で
元
気
に
仲
良
く
暮
ら
す
こ
と
」。

　
と
て
も
活
気
の
あ
る
サ
ロ
ン
で
、
奉
仕
活
動
の
鍋
を

作
っ
て
い
る
最
中
に
会
長
が
「
い
い
か
ね
ぇ
、
災
害
が

あ
っ
た
時
に
は
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
作
る

ん
よ
！
今
日
は
予
行
練
習
み
た
な
も
ん
や
か
ら
ね
！
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
に
は
す
ご
く
頼
も
し
く
感
じ

ま
し
た
。
会
長
自
身
が
「
菊
川
社
協
の
事
務
職
に
在
籍

し
て
い
る
と
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
講
座
等
に
参

加
し
勉
強
し
て
き
た
の
で
、
今
そ
れ
が
生
か
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
る
。」
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
勉

強
し
て
い
る
人
が
リ
ー
ダ
ー
で
、
会
員
が
信
頼
し
て
つ

い
て
い
く
姿
に
こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
安
定
感
を
感
じ
ま

し
た
。
サ
ロ
ン
の
今
の
課
題
は
う
ま
く
世
代
交
代
を
し

て
い
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

サロンかみほき
（下関市菊川支部上保木クラブ）

■活動開始年月：平成 30 年４月
■参 加 場 所：上保木公民館
■参 　 加 　 費：無料（基本的には自分が食する物は自分で用意する。）
　　　　　　　　茶話会：100 円　食事会：実費
　　　　　　　　野外活動：昼食代・入場料は実費
■サロン参加数：主に老人クラブ会員 （女性：37 人 男性：7 人）
　　　　　　　　上保木住民であればだれでも参加可能
■サ ロ ン 活 動：月に 2 回の健康教室（異なる講師による体操）
　　　　　　　　茶話会、 手芸講習、 野外活動、 料理教室（月 1 回）

サロン紹介

男性軍の力作

とんぼ（完成品）

アクセサリー作成中

フルート演奏

仇討ち鍋の由来

おにぎりを作っています。

ただ今仇討ち鍋を作っています。

おにぎり・仇討ち鍋
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施　設　名 料金（単位 : 円） 備　　　　　　考
（税・サービス料等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒 753-0056
山口市湯田温泉４丁目 5-2
電 話　083-922-7000
FAX　083-922-7007

個人 2,300 10,000
サービス料込・税別
送迎…無

団体 2,100
（16人以上）

9,000
（15人以上）

かんぽの宿‌湯田
〒 753-0064
山口市神田 1-42
電 話　083-922-5226
FAX　083-922-5227

個人 500 500
引き

サービス料込・税込み
送迎…15 人以上は無料（送迎の場所によっては出来ない
場合があります。）
ゴールデンウイーク、盆、年末年始等は除外
休息入浴…税込み（他割引との併用不可）
ただし、午前11 時から正午までは一般利用者についても
早割により500 円で利用可。「かんぽの宿利用提携カード」
の提示をお願いします。

かんぽの宿‌光
〒 743-0005
光市室積東ノ庄 31-1
電 話　0833-78-1515
FAX　0833-79-1379

個人 500
引き

税込　　日帰り宴会…500 円引き
《3,800 円以上のプラン利用》
入浴・施設利用…20％引き

「かんぽの宿利用提携カード」又は、県老連発行の「協定施設
利用提携カード」の提示をお願いします。（「協定施設利用提
携カード」１枚で同伴者全員可能です。）

長崎ブルースカイホテル
〒 852-8007
長崎市江の浦町 18-1
電 話　095-861-6411
FAX　095-861-2531

個人 7,000 サービス料・税込
送迎…８人以上は無料《長崎駅⇔ホテル》
送迎付プラン有（バス付パック）
入浴のみは無し団体 6,480

（8人以上）

※「憩いの家」指定料金は、一般客に利用料金より、割引きになっております。
※料金の区別「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※詳細については、各施設に直接お問い合わせください。

「憩いの家」指定施設きららシニア山口
（契約期間平成30年10月１日から平成32年９月30日まで）
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